
内外水統合型の水害リスクマップ
多段階浸水想定図
＜説明資料＞

令和８年２月２日

佐伯河川国道事務所

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

R7番匠川圏域大規模氾濫減
災協議会

減災 資料6



1

「水害リスクマップ」とは、多段階の浸水想定区域図を重ね合わせることで、浸水範囲と浸水浸水頻度の関係をわかりや
すく図示したものです。

※番匠川については、令和７年度末の公表をめざし、関係機関と調整中

水害リスクマップ（浸水頻度図）の整備



2

洪水浸水想定区域図と水害リスクマップ（浸水頻度図）の違い



本題の前に・・・頻度とは
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➣水害リスクマップには「高頻度（1/10）」などの記載がありますが、これは「毎年

10％の確率で浸水する」という意味であり、10年間に必ず１度浸水するという意味

ではありません。また３年前に浸水したのであと７年は浸水しないというわけでも

ありません。

今年浸水する確率 1年後に浸水する確率 2年後に浸水する確率 n年後に浸水する確率

10％ 10％ 10％ 10％

高頻度（1/10）で浸水する地点がある年に浸水する確率

今年浸水する確率 1年後に浸水する確率 2年後に浸水する確率 n年後に浸水する確率

2％ 2％ 2％ 2％

中頻度（1/50）で浸水する地点がある年に浸水する確率

天気予報の降水確率を
イメージするといいかも



○○川

本題の前に・・・リスクとは
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➣リスクとは「被害の大きさ」と「被害が発生する頻度」の組み合わせを差します。

浸水頻度が同じ地点を比較した場合、被害が大きい地点に比べて被害が小さい地点

はリスクが低いといえます。

高頻度
（1/10）
浸水範囲

中低頻度
（1/100）
浸水範囲

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

○○川

中低頻度
（1/100）
浸水範囲 高頻度

（1/10）
浸水範囲

項目 Ａ Ｂ Ｃ

浸水頻度
高頻度で
浸水

中低頻度で
浸水

中低頻度で
浸水

浸水深
高頻度、中低頻度

ともに深い
中低頻度で

深い
中低頻度で

浅い

総合評価 リスク高 リスク中 リスク低

Ａ、Ｂ、Ｃのリスクの比較

高頻度で
2階まで浸水

中低頻度で
2階まで浸水

中低頻度で
床下まで浸水



由良川水系多段階浸水想定図、水害リスクマップとは
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➣佐伯河川国道事務所では、河川の氾濫時に住民の方たちの迅速かつ円滑な避難のた

めの各地区の浸水深がわかる情報として、W=1/10～1/100の降雨を対象とした「多段

階浸水想定図」と土地利用や住まい方の工夫のための情報として各地区の浸水頻度

がわかる情報として、各頻度の降雨を対象とした「水害リスクマップ」を公表して

います。

多段階浸水想定図でわかる情報

浸水する恐れの
ある範囲

頻度ごとの
浸水深

水害リスクマップでわかる情報

浸水する恐れの
ある範囲

浸水深ごとの
浸水頻度

番匠川水系水害リスクマップ（0cm以上、50cm以上、3m以上）番匠川水系多段階浸水想定図（W=1/10~1/100）



由良川水系多段階浸水想定図とは
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➣「多段階浸水想定図」とは、発生頻度ごとに浸水範囲と浸水深を示した図のことで
1/10、1/30、1/50、1/100の全4パターンあります。

➣主に、避難が必要な場所や安全な場所の把握といった避難行動に活用されます。

浸水深の色分け

より頻度の高い降雨についても情報を確認できる
（1/10、1/30、1/50）発生頻度 1/100のケース

で着色
 ➝1階床下程度(0.5m未満)の浸水が発生

で着色
 ➝ 1階居室相当(0.5～3.0m未満)の浸水が発生



由良川水系水害リスクマップとは
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➣「水害リスクマップ」とは、浸水深ごとに浸水範囲と浸水頻度を示した図のこと
で、浸水深が0cm以上、50cm以上（床上浸水以上）、3.0m以上（1階居室浸水以上）
の全3パターンあります。

➣主に土地利用や企業の立地選択といった防災まちづくりの検討に活用されます。

で着色
 ➝1年間に1％の確率で浸水が

 発生（中低頻度）

番匠川水系、浸水深が0cm以上のケース

で着色
 ➝ 1年間に1％の確率で降雨で3.0m以上

の浸水が発生（中低頻度）

番匠川水系、浸水深が3.0m以上（1階居室浸水以上）のケース

で着色
 ➝ 1年間に2％の確率で50cm以上

の浸水が発生（中頻度）

床上浸水相当（50cm）

1階居室浸水相当（3.0m）

番匠川水系、浸水深が50cm以上（床上浸水以上）のケース

で着色
 ➝1年間に2％の確率で浸水が

 発生（中頻度）



対象河川・雨水幹線数：３５対象河川数：４

由良川水系内外水統合型の多段階浸水想定図、水害リスクマップでの変更点
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➣直轄管理河川だけでなく、県や市管理の河川、下水道等からの氾濫についても考慮
したものを「内外水統合型の多段階浸水想定図、水害リスクマップ」といいます。

➣内外水統合型では主要でない河川と雨水幹線による内水も考慮することで、これまで

は見えていなかった内水による浸水範囲、浸水深が確認できるようになりました。

従来の多段階浸水想定図
リスクマップ（公表済み）

内外水統合型
多段階浸水想定図、水害リスクマップ

：従来の対象河川
：追加河川・雨水幹線

多段階の浸水想定図 ４種類 水害リスクマップ ３種類

・W=1/100(中低頻度)
12時間の総雨量407mm

・W=1/50(中頻度)
12時間の総雨量366mm

・W=1/30(中高頻度)
12時間の総雨量335mm

・W=1/10(高頻度)
12時間の総雨量268mm

・浸水深0cm以上
W＝1/10～想定最大規模

・浸水深50cm以上
W＝1/10～想定最大規模

・浸水深3m以上
W＝1/10～想定最大規模

：対象河川

多段階の浸水想定図 ４種類 水害リスクマップ ３種類

・W=1/100(中低頻度)
12時間の総雨量407mm

・W=1/50(中頻度)
12時間の総雨量366mm

・W=1/30(中高頻度)
12時間の総雨量335mm

・W=1/10(高頻度)
12時間の総雨量268mm

・浸水深0cm以上
W＝1/10～想定最大規模

・浸水深50cm以上
W＝1/10～想定最大規模

・浸水深3m以上
W＝1/10～想定最大規模



由良川水系内外水統合型の多段階の浸水想定図
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➣現在公表済みの多段階の浸水想定図と根本的な考え方は同じですが、県や市管理河
川・下水道からの氾濫についても考慮されているため、高頻度(1/10)や中高頻度
(1/30)における浸水範囲や浸水深が異なっています。

直轄管理河川からの
浸水なし

従来の多段階の浸水想定図、発生頻度1/10のケース

県、市管理河川から
の浸水あり

内外水統合型、発生頻度1/10のケース

従来のもの（左）よりも
内外水統合型（右）の方が
浸水範囲、浸水深が増えている

県、市管理河川などを考慮することで、これまでは見えていなかった
水害リスクが見えるようになった



10

内外水統合型の水害リスクマップ（イメージ図）



由良川水系内外水統合型の水害リスクマップ

11

➣現在公表済みの水害リスクマップと根本的な考え方は同じですが、県や市管理河川
下水道からの氾濫についても考慮されているため、高頻度(1/10)や中高頻度(1/30)
における浸水範囲や浸水深が異なっています。

中小河川や水路等も考慮しているため、従来のリスクマップ（左）よりも内外水
統合型（右）において高頻度、中高頻度での浸水範囲が広がっている。

色や 色が
左に比べて多い

従来の水害リスクマップ、浸水深が0cm以上のケース 内外水統合型、浸水深が0cm以上のケース

高頻度や中高頻度の範囲が
従来のもの（左）に比べて広がっている



頻度の
種別

降雨量

主要河川
（水位周知河川）

①

その他河川
（法河川）

②

下水道等
(準用河川を含む)

③

目的

雨水幹線を含めた
35河川

番匠川、堅田川
井崎川、久留須川
門前川、炭崎川

門田川

主要河川を除く
11河川

12河川
5幹線

中低
頻度

W=1/100

12時間の
総雨量
407mm

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

1/100程度の降雨による
浸水範囲、浸水深が

知りたい

中
頻度
W=1/50

12時間の
総雨量
366mm

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

1/50程度の降雨による
浸水範囲、浸水深が

知りたい

中高
頻度
W=1/30

12時間の
総雨量
335mm

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

1/30程度の降雨による
浸水範囲、浸水深が

知りたい

高頻度
W=1/10

12時間の
総雨量
268mm

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

1/10程度の降雨による
浸水範囲、浸水深が

知りたい

多段階浸水想定図の種類
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➣多段階浸水想定図は頻度ごとに複数あり目的に合った図を参照します。

多段階浸水想定図の存在表

内外水
統合型
①+②+③

どれを見ればいいかわからないときは
全部の川と下水道が含まれている

内外水統合型がおすすめ！

頻
度

低

高



水害リスクマップの種類
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➣リスクマップは浸水深ごとに複数あり目的に合った図を参照します。

浸水深の種別

主要河川
（水位周知河川）

①

その他河川
（法河川）

②

下水道等
（準用河川を含む）

③

目的

雨水幹線を含めた
35河川

番匠川、堅田川
井崎川、久留須川
門前川、炭崎川

門田川

主要河川を除く
11河川

12河川
5幹線

浸水深0cm
以上

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

少しでも浸水する
範囲と頻度が
知りたい

浸水深50cm
以上

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

床上浸水する
範囲と頻度が
知りたい

浸水深3m
以上

ＨＰで公表
依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

依頼があれば
個別で提供

家屋の2階まで
浸水する

範囲と頻度が
知りたい

水害リスクマップの存在表

内外水
統合型
①+②+③

リスクマップと同じく
全部の川と下水道が含まれている

内外水統合型がおすすめ！



多段階浸水想定図の見方
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➣多段階浸水想定区域図は従来と同様に着色により各地点の浸水深さと浸水範囲を示

しています。

浸水深0.5m未満の区域

番匠川水系多段階浸水想定区域図（内外水一体型 1/100規模降雨）

浸水深3.0m～5.0mの区域

浸水深0.5m～3.0mの区域

浸水深5.0m～10.0mの区域



水害リスクマップの見方
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➣リスクマップは従来と同様に着色により各地点の浸水頻度を示しており高頻度（10

年に1回）～想定最大規模まで確認できます。

高頻度（1年間の浸水確率が10％）で
浸水する地点

中高頻度（1年間の浸水確率が3.3％）
浸水する地点

中頻度（1年間の浸水確率が2％）で
浸水する地点

中低頻度（1年間の浸水確率が1％）で
浸水する地点

想定最大規模で
浸水する地点

番匠川水系水害リスクマップ（内外水一体型 0cm以上）
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